
対応する感染症は、新型インフルエンザ等感染症、指定感染症及び

新感染症を基本とする

数値目標については、国基本指針に沿い、新型コロナ対応を念頭に設定

流行の段階に分けて、病床数や発熱外来機関数、検査数、宿泊施設確保

居室数等について数値目標を設定

数値目標は予防計画に記載し、達成状況等を協議会で継続的に確認

数値目標の考え方と取り扱いについて

感染症予防計画の数値目標（案）について
資料２－２

数値目標の考え方について
流行の段階ごとに目標数値を設定
• 平時
• 流行初期
• 流行初期以降

流行初期

医療提供体制確保のイメージ図
流行初期以降
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平時 流行初期 流行初期以降

①病床 ６４０床 １，４００床

②発熱外来 機関 機関

２，８４０機関

病院 ８０機関

診療所 ８８０機関

訪問看護事業所　 ２６０機関

薬局 １，６２０機関

④後方支援 １３０機関

１５０人

医師 ５０人

看護師 １００人

（２） 物資の確保
個人防護具の備蓄を
十分に行う医療機関
の数

８割以上

検査の実施能力 件/日 件/日

内数 衛生研究所等 件/日 件/日

内数 医療機関等 件/日 件/日

台 台

（４） 宿泊療養体制 宿泊施設確保居室数 ７３０室 ２，２９０室 任意

１０割

年１回以上

年１回以上

人

習志野保健所 ７７人

市川保健所 ９７人

松戸保健所 １２１人

野田保健所 ２２人

印旛保健所 １２３人

香取保健所 ２４人

海匝保健所 １９人

山武保健所 ２８人

長生保健所 ２７人

夷隅保健所 １１人

安房保健所 ２４人

君津保健所 ４３人

市原保健所 ５０人

千葉市保健所 人

船橋市保健所 人

柏市保健所 人

人

県 人

千葉市保健所 人

船橋市保健所 人

柏市保健所 人

設置市の
設定の要否

必須

必須

必須

必須

目標値

各協定締結医療機関（発熱外来）の
機関数

③自宅療養者への
　医療の提供

自宅・宿泊施設・高齢者施設におけ
る療養者等に医療を提供する機関数

協定締結医療機関（人材派遣）にお
いて年１回以上研修及び訓練の実施
又は参加した割合

項目

内数

内数

後方支援を行う医療機関数

⑤医療人材の確保
　人数

派遣可能な人数

協定締結医療機関（病院・診療所・
訪問看護事業所）のうち、当該施設
の使用量２カ月分以上にあたる個人
防護具の備蓄を行う機関の割合

各協定締結医療機関（入院）におけ
る確保可能病床数

確保居室数

検査能力、検査機器
確保数

保健所において感染症有事体制に構
成される人員全員が受講できるよう
実施した研修・訓練の回数

主に感染症対策を行う部署に従事す
る県等の職員を対象に実施した研
修・訓練の回数

衛生研究所等の検査機器の数

医療従事者や保健所
職員等の研修・訓練
回数

内訳

②即応可能なIHEAT
　要員の確保数

（IHEAT 研修受講者
数）

数値目標一覧

（１）

（３）

（５）

（６）

区分

検査体制

医療提供体制

人材の養成・
資質の向上

保健所の体制整
備

①流行開始から
　１ヶ月間において
　想定される業務量
　に対応する人員
　確保数

内数

（計画p.46）
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（１）医療提供体制＿ ②発熱外来の数値目標(案)

基
本
指
針
等

流行初期 流行初期以降

目標 新型コロナ発生の1年後の体制 新型コロナで確保した最大値の体制

国から
示された
目標値の
算出法

令和2年12月で確保した最大の
新型コロナ診療・検査機関数

令和4年12月で確保した最大の
新型コロナ診療・検査機関数

上記に
基づく
県数値

441機関 980機関
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流行初期 流行初期以降

県
（
案
）

目標値 460機関 1,500機関

目標設定
方法

令和2年12月～令和3年2月における最大値
（令和3年1月：新規感染者500人、
陽性率 約10％→推定約5,000人の受診者
数）に対応できる医療機関数

・病院 ：20人/日× 46機関(*)
・診療所：10人/日×408機関

(*)事前調査で流行初期に20人/日以上対応可能と回答
した病院数

新型コロナの過去最大の感染拡大時(令和
4年7月～8月：新規感染者6,200人、陽性
率 約40％→推定約15,500人の受診者数）
に対応

・病院 ：20件/日× 72機関(*)
・診療所：10件/日×1,406機関

(*)事前調査で流行初期以降に20人/日以上対応可能と
回答した病院数

454機関 1,478機関

流行初期医療確保措置の国参酌基準 流行初期医療確保措置の国参酌基準



各機関におけるPCR 検査等の実施能力、地方衛生研究所等における検査機器の数

（３）検査体制の数値目標(案)

基
本
指
針
等

流行初期 流行初期以降

目標
①検査の実施能力：協定締結医療機関（発熱外来）における、1日の対応可能人数

以上
②衛生研究所等の検査機器の数：検査の実施能力に相当する数

国から
示された
目標値の
算出法

同上

①協定締結医療機関（発熱外来）数に
新型コロナの過去最大の感染拡大時
（令和4年7月～8月）における1医療
機関の1日当たりの平均検体採取人数
を乗じたもの

②同時期の衛生研究所等における検査
機器の台数
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県
（
案
）

流行初期 流行初期以降

目標値

①検査の実施能力：5,000件/日
【内数】県衛生研究所等： 1,200件/日

医療機関等 ：3,800件/日
②衛生研究所等の検査機器の数：23台

①検査の実施能力：14,000件/日
【内数】県衛生研究所等：1,200件/日

医療機関等 ：12,800件/日
②衛生研究所等の検査機器の数：23台

目標設定
方法

①令和3年1月の感染状況（新規感染者
500人、陽性率 約10％）の推定約
5,000人の受診者数を上回る検査に対応

②衛生研究所等における検査機器の台数
19台

→その後23台に増えたため、流行初期に
おいても23台の維持を目標とする。

①令和4年7月～令和4年8月の感染状況
（新規感染者6,200人、陽性率 約40％
→推定約15,500人の受診者数、
うち、１割が臨床診断例であったと想定し、
15,500×0.9＝13,950人の検査）に対応

②衛生研究所等における検査機器の台数
23台

参考

・令和2年12月の衛生研究所等の平均
PCR検査数： 650件/日

・事前調査結果
医療機関：4,672件/日

・令和4年7月～8月の衛生研究所等の平均
PCR検査数：160件/日(*)

・事前調査結果
医療機関：5,987件/日

(*)保健所が積極的疫学調査や入院調整等の業務に注力し
たため、衛生研究所所等における検査の件数は減少した。



（６）保健所体制の整備の数値目標（案)
①流行開始から１ヶ月間において想定される業務量に対応する人員

確保数

県
（
案
）

平時

目標値

習志野保健所 77人 市川保健所 97人 松戸保健所 121人

野田保健所 22人 印旛保健所 123人 香取保健所 24人

海匝保健所 19人 山武保健所 28人 長生保健所 27人

夷隅保健所 11人 安房保健所 24人 君津保健所 43人

市原保健所 50人 県保健所計：666人

（単位：/日）

千葉市保健所 210人 船橋市保健所 260人 柏市保健所 206人

基
本
指
針
等

平時

目標 流行開始から1ヶ月間において想定される業務量に対応する人員確保数

国から示された
目標値の考え方

2021年11月～2022年6月（「第6波」）の保健所における新型コロナ対応の
最大体制（派遣・応援等を含む）

1,342人

②即応可能なIHEAT要員の確保数（IHEAT 研修受講者数）
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基
本
指
針
等

平時

目標
即応可能なIHEAT要員(*)の確保数
（* 各都道府県等で確保しているIHEAT要員のうち、過去１年以内にIHEAT研修を
受講した者）

新型コロナ
対応における

実績
保健所におけるIHEAT要員の受入実績：なし

県
（
案
）

平時

目標値
120人

【内数】県：87人、千葉市：16人、船橋市：10人、柏市：7人

目標設定
方法

県内のIHEAT登録者数（令和5年12月26日時点）及び登録者に対して
実施した調査結果を踏まえ設定


